
91検査と技術　vol.  53　no.  2　2025 年　2月・増大号

はじめに

　呼吸機能検査は患者努力に依存する検査であるため，患者の検査理解度や患者状態に
よって検査結果が変わってしまいます．しかし，これは患者側“だけ”の問題ではなく，
同一患者であっても検査者の声掛けによってデータもしくは臨床的判断までもが変わるこ
とを多く経験します．また，臨床では%肺活量や 1秒率など数字で表されるパラメーター
が，スパイログラムやフローボリューム曲線から読み解く情報より判断しやすく，数値が
重視されている傾向があります．そのため，患者状態や検査結果の信頼性などを読み取る
ことができるスパイログラムやフローボリューム曲線は見過ごされることが多く，検査現
場で“患者を診ている”検査技師が検査結果に対して適切なコメントを付けることが大事
なポイントになります．そのため，呼吸機能検査に携わる検査技師には機器の操作や検
査，病態の知識に加え，患者心理などを踏まえた患者対応や検査結果以外の患者状態，つ
まり“患者を診る力”も必要なスキルとして求められています．
　検査の標準化は検査技師の標準化が必須であり，患者対応やアーチファクトを見抜く力
が重要です．しかしながら，多くの患者は呼吸器症状を持っており，また，持っている疾
患の症状によって“万全な状態”で検査を行えるわけではなく，検査当日のベストデータ
を取ることになります．そのため，アーチファクトなのか患者状態の影響なのかを判断す
ることが難しく，時としてアーチファクトを誤認していることも経験します．
　呼吸機能検査を取り上げた書籍や雑誌は多く存在しますが，いずれも結果や波形などに
特化されたものであり，“患者を診る”ことに注目したものはあまりありません．昨今の
COVID-19の流行に伴い，呼吸機能検査を見学することや実技講習会を行うことは難し
く，静止画での学習が多くなっています．本増大号はアーチファクトに注目し，波形の変
化を捉えられるように，“動画”の入った企画としました．アーチファクトが入った検査動
画を視聴することが可能です．ぜひ，ご覧いただければ幸いです．
　日常，呼吸機能検査に携わらない方や臨床経験のない学生の方でも動画を用い“アーチ
ファクトを見抜く力”を学習することで『検査技師』の標準化の一助になることを願って
います．
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